


























































































































































































































































































































































































女　　67 46．3　i 了6．4　i　　　　6．0 ］6．4





































































































































































両親のどちらかがよく見る 22 48 30 38．6
両i親ともときどきしかF見ない 19 53　　　　　　　28 45．7
　　　　　　　　　　　均20　4357犯0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上表から見られるように、適度に視聴する両親のも　　　　　甦耀稔・醐とにあ・子どもの視・徳輸・、輌臓の蝋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多く集まっているが、両親の視聴程度の高い家庭の子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どもの視聴時間は、両親の複聴量に相関して現われて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。この相関の程度を検定して見ると、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ2＝10．64、　　　df＝4、　　　∴P＜O．05
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となり、相関の有意が立証される。したがって、両親
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ともよく見る家庭の子どもは、テレビの楕聴量も多い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　という傾向性が理解されるであろう。なおこの相関を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラフで表わすと、一層その傾向が明瞭に把握される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であろう。之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要するに、両親の視聴態度、すなわち両親の見本が
墨㌍婬霞灘髪誓竺　ぽ
一＿轍㌫髭、望，　　　むすび
一一・・一・・ ?e駕も醇凸しか皇をい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上、子どものテレビ擬聴量におよぼす影響の中で
特に顕著な若干の要因について考察してきた。視聴量の要因については・なおテレビ所有期間の長
さによる要因、チャンネルの増加による影響、テレビの誘引力など直接視聴量に結びつく諸問題が
残されているが、この問題については次回にこれを追求したい。いずれにしても、本論で取扱った
問題は、子どもたちのテレビを見る時間量や、子ども達に負わされる視聴方法を決定する重要な
fact。rsとして、家庭や学校における視聴指導において、考えねばならない問題ではないかと思う。
（紛 大石純悟
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